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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、出雲・石見など日本海西部地域における宗教権門や地域権力・地域経済の中世的展開を論じたものであ
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、中世の出雲・石見の地域社会の実態とその歴史的変遷を、景観や寺社・流通経済・地域権力など、多様
な素材とさまざまな観点から丹念に跡づけている。 
 たとえば『杵築大社近郷絵図』について、申請者は諸史料を駆使しながらその成立事情を明らかにしているし、神
仏分離前の出雲大社近辺の景観や豊かな仏閣群を、現地の景観と対照させながら丁寧に読み解いている。また、建長
６年鰐淵寺衆徒勧進状が成立した背景として、①杵築大社造営が一段落したこと、②鰐淵寺の本寺である青蓮院門跡
の内部混乱があるとの指摘も重要である。さらに、石見山間部の在地領主・福屋氏の戦国期における急速な成長と滅
亡の背後に小地域経済秩序の広域化があったことを解明しているし、応永・文明期に諸大名・諸領主が盛んに朝鮮に
使者を派遣した背景に、応仁の乱の勃発にともなう北九州・対馬地域の政治的混乱があったことを明らかにしている。
このように本論文は、中世の出雲・石見地域史研究への貢献である。 
 とはいえ、本論文にも問題がないわけではない。論証がなお十分でなく、その主張が仮説の域に留まっているもの
も散見する。出雲大社の西にある稲佐浜を四天王寺の難波津に類比したり、天仁３年の造営用材漂着を、院近臣の藤
原為房の主導で調達されたと解した点などがその例である。しかし本論文の達成をもとに、今後とも筆者の地道な研
究によって、自らの構想をさらに深めてゆくことが期待される。 
 よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 
